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浜松医科大学

人口約360万人 第10位
医師数/人口比 第39位

静岡県





課題解決へのアプローチ

対峙すべき社会課題
静岡県全体の医療空洞化

（医療環境の減少、人口減少、魅力のない地域へ変貌
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静岡県の理想の姿
医療サービスの質確保
住民にとって住みよい街

浜松医科大学が中心となり
①医療リソース（人材、情報、技術）を安定供給
②県全体の医療体制の機能分化と集約化により医療サービ
スを効率的かつ持続的に供給

浜松医科大学の 理
想の姿

県内唯一の医学部を有する大学として医療リソースを安定供給する
県全域のリソース最適化の核として全体をコーディネートする

プロジェクト

クラウド上でのデータプラットフォーム構築
1. 県民の健康づくり
2. 医療支援および医療・介護連携
3. 救急・災害時などの医療提供体制
4. 医療従事者の働き方改革

5. デジタルトランスフォーメーションによる医療の高付加価値化(高度化)

クラウド
意志決定
支援

セキュリティ

遠隔医療 AI

需要 供給



厚生労働省 医政局

特定医薬品開発支援・医療情報担当参事官室

モデル事業（ 電子カルテ情報共有サービス、標準型電子カルテ)

令和ビジョン2030
ü 2022年5月に、自由民主党政務調査会より提言

ü 日本の医療分野のデジタル化を推進する取り組みで、医療の効率化と情報共有の改善を目指す
1. 全国医療情報プラットフォームの創設
2. 電子カルテ情報の標準化及び標準型電子カルテの開発
3. 診療報酬改定DX







厚生労働省
医政局

【WGリーダー】
浜松医科大学医学部附属病院

医療情報部長

浜松医科大学
医学部附属病院

浜松
医療センター

聖隷浜松病院
中東遠総合
医療センター

焼津市立総合病院

地域連携医療DX推進WG

電子カルテベンダー

浜松市
掛川市
袋井市

藤枝市

全国医療情報プラットフォーム
検討プロジェクト

厚生労働省モデル事業参画
に伴うワーキンググループ形成

藤枝市立総合病院

静岡県

国立 市立 市立 市立企業団立私立
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人口約360万人

静岡県

浜松医科⼤学
医学部附属病院

浜松
医療センター 聖隷浜松病院

中東遠総合医療
センター

焼津市⽴
総合病院

藤枝市⽴
総合病院



電子カルテ情報共有サービスモデル事業
本番運用開始前後の課題把握ヒアリング

厚生労働省 医政局参事官付 医療情報基盤推進室
・加工医療情報利活用専門官

社会保険診療報酬支払基金
・医療情報化推進役
・部長
・企画調査役
・課長代理
・係長
・主任

2025年7月31日
浜松医科大学
多目的ホール



病院における課題

患者利便性

スムーズな外来/検査予約/待ち時間の解消

紹介患者に関する情報伝達

大量の説明書類

医療スタッフとの会話

専門分化

各職場状況の可視化

部門システムの一貫性/サイバーセキュリティ対策

自己研鑽/教育のための時間確保

最新設備への更新

職員

医療DXへの理解

働き方改革への対応

医療人材の確保

医療行為に集中出来る時間の確保

地域連携

標準化電子カルテの普及

患者情報やりとりの電子化

医療資源の共同利用

地域における空床可視化



スマートヘスルケア実現に向けた包括連携協定
2024年11月15日



看護部門

〇〇科 〇〇科

事務部門

もっと効率化したい。

部門システム

部門システム 部門システム

部門システム

電子カルテ

研修医への教育を
充実させたい。

○○を研究したい。

業務負担を減らしたい。

患者サービスを向上さ
せたい。

○○のデータを診療
に役立てたい。

医療従事者の働き方改革を実現する生成AIデータ活用基盤

生成AIデータ活用基盤



Generative AI Use Cases JP
(略称：GenU)
すぐに業務活用できる
ビジネスユースケース集付きの
安全な生成 AI アプリ実装ソリューション

https://aws-samples.github.io/generative-ai-use-cases/ja/
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実証検証

l ワーキングチーム参加募集
薬剤師
診療情報管理士
看護師

l 2025年1月 ＡＷＳ内に環境整備

l 2025年5月 実証検証開始
1時間程度/週 打合せ
参加できるメンバーにより検証内容調整
AWSソリューションアーキテクトがオブザーバ参加



1．議事録作成AI

②：整形された内容に問題がなければ、
「実行」をクリック

①

①：要約と整形の結果が出力されたら、
上部の「次」をクリック

②

・要約・整形時同様に生成AIに
   指示する内容を追記/編集可能

③：議事録の出力が完了したら、一番下までスクロールし
右下のアイコンをクリックしてコピーをし、テキスト
ファイル等に貼り付けして、保存をしてください。

③









2．サマリ作成AI





3．その他の実証検証

ü 褥瘡予防のためのエアマットレス選択 システムプロンプト

あなたは看護師です
後述の患者さんにおける体圧分散、ずれにくさ・座りやすさ、移
乗のしやすさを考慮し、適するマットレスを提案してください
その際、今後の状態変化を考慮して提案してください
また、マットレスの機能による優先順位も提案してください
提案したマットレスの機能、使用上の注意点を教えてください
また、マットレスの在庫状況を教えてください

患者さんの診療録の記事 医師 看護師 薬剤師 理学療法士などを抽出し個人情報を削除 エクエルを登録

ü 転倒防止アセスメント

診療録の記事を抽出
チャット機能の システムプロンプトに登録

転倒転落アセスメント
せん妄のアセスメント
看護計画
医師 サマリ
看護師 サマリ
薬剤師 サマリ について聞いてみた



クラウドデータ活用基盤構築へのスモールスタート

浜松医科⼤学

電⼦カルテシステム

DWHからの
データ取得

DWH

電⼦カルテ情報の出⼒

各部⾨システム

部⾨システムからの
データ取得

データ活⽤

医療従事者

構造化データ

⾮構造化データ

⽣成AI基盤モデル
Amazon Bedrock

例︓⽂書サマリ送信
電⼦カルテへの取込

データ活⽤基盤

データ構造化

⽣成AI基盤モデル
Amazon Bedrock



浜松医科⼤学

電⼦カルテシステム

DWHからの
データ取得

DWH

電⼦カルテ情報の出⼒

各部⾨システム

部⾨システムからの
データ取得

医療従事者

構造化データ

⾮構造化データ
データ構造化

⽣成AI基盤モデル
Amazon Bedrock

データ活⽤基盤

目指す姿（患者支援の為のデータ分析・可視化）

データ活⽤

Amazon Q in QuickSight

Generative BI 機能

データ分析・可視化



Thank you for your attention!!




